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多発性硬化症における clinico-radiological paradox の解明

～q-space imaging based Myelin Map を用いて～
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目 的

日本における多発性硬化症（multiple sclero-

sis以下 MS）の患者数は増加の一途をたどっ

ており，可及的早期の診断と治療がより重要と

なってきている．MS における脱髄の評価に

は，revised McDonald MRI criteria (ANNALS

of Neurology, 2010）においても T2-hyperin-

tense が用いられている．一方，MRI における

脱髄と臨床症状にはいわゆる“Clinico-radio-

logical paradox”と呼ばれる乖離があるが，こ

の問題は依然として解決されておらず放射線科

および神経内科における最大関心事の一つであ

る．本研究の目的は q-space imaging (QSI）

を応用した独自の髄鞘可視化法“Myelin Map”

で MS 患者の大脳および脊髄を撮像し，その

有用性と精度を検証することである．

方 法

健常者（n＝3）および MS 患者（n＝30）に

おいて，大脳および脊髄の Myelin map を撮像

した．撮像には 3.0 テスラ MRI を使用した．

拡散計測には QSI を使用し，その解析および

表示には計算機処理ソフト IDL (ITT）を用い

た．患者の機能評価には EDSS (expanded dis-

ability status scale）を使用した．

結果と考察

健常人の脳における Myelin Map は脳梁や内

包，外包などの投射路を明瞭に描出していた．

さらに皮質直下の連合線維における髄鞘の分布

を，明瞭かつ詳細に描出していた．MS 患者の

脳においては，Myelin Map は病型にかかわら

ず T2 強調像では判別が困難であった再髄鞘化

を明瞭に描出していた．脊髄においては，治療

の前後において患側の後側策の明瞭な再髄鞘化

が Myelin Map により認められ，再髄鞘化に伴

い症状の明らかな改善が確認された．一方，T2

強調像はこの変化をとらえていなかった．本結

果から Myelin Map が確かに再髄鞘化を描出し

ていることが示唆された．Myelin Map は脱髄

と再髄鞘化を評価できる精度と解像度を有して

おり，MS における Clinico-radiological paradox

を解明する可能性があると考えられた．


